
 先日電車に乗ったときのことです。車両には空席がありました。常磐線松戸駅停車時に構内

放送。「ドアから出ているとドアが閉められません」２回ほど自動開け閉めがあり、その間も「体

が出ていると閉まりません」というアナウンス。ひとりの青年が、この車両のドアであること

にいち早く気づき立っていきました。そこには荷物を持って乗り込んだ高齢の男性がいて、青

年が「席が空いてますからおすわりになったらいかがですか？」と言ったのですが、そのまま

ドア側に立っていました。その時は高齢男性が何も答えなかったのかな？思っていました。そ

の青年は一度自分がすわっていた席に戻りました。次の北千住駅ホームに着く寸前、また青年

がすくっと立ち高齢男性の元へ。ドアが開くと「お気をつけて」とホームに降りる男性に手を

添えました。（さっきは聞こえなかったけど、高齢の男性は「次で下りるから」って言ったのか

もしれない）その車両に乗っていた人たちはそんなあたたかい光景をみて、みんな心の中で拍

手していたはずなのに、私を含め誰もその青年に声をかけることはありませんでした。その青

年は自分の言動が少し照れ臭かったのか、同じ年くらいの別の青年に「電車が遅れるほうが困

っちゃいますからね～」と笑いました。声をかけられた青年は「あ、ああ、まあ…」と返事。高

身長、短髪で白いパーカーにナイキの靴。スポーティだけどおしゃれ。このことをどこかに投

稿すべし、と日暮里で下りた青年の容姿を刻みました。かっこいい！22？23？歳くらいかな？

かっこいいのは容姿だけではなく、そのスマートな行動が何よりかっこよかった。 

 そのあと私はエレベーターの中で 8か月の女児とおかあさんに出会いました。ご機嫌悪く、

とにかく泣く泣く…響く響く…。「大丈夫よ」と声をかけて手持ちのものであやしてはみたもの

の長続きしなくて。途中で元気な高齢女性が乗ってきて大きな声で「あーら、あーら、何泣いて

るの～？かわいいヘアバンドしてるじゃない、ママこれどこで買ったの？」と。エレベーター

の中は一転、泣いているその子がヒロインに。怪訝そうにしている人もいたけれど、だれも文

句は言いません。 

 あーなんか今日はいい日だな、みんながこういう思いでいると、世の中穏やかだなーと感じ

た一日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て相談員だより 

  2023．４月 

№４９ 

〒２７０－１５１６ 

千葉県印旛郡栄町安食９３８－１ 

ふれあいプラザさかえ １階 

子育て包括支援センター 子育て相談員 

URL http://www.town.sakae.chiba.jp/ 

Ｅメール kosodate＠town.sakae.chiba.jp 

～かっこいい！！～ 

今年度の「ぱっぴぃルーム」がはじまります！ 

4/13（木） ドラムの里散策・コスプレ館見学 

4/21（金） 栄養士さんとお話しましょう・手作りおやつの紹介 

※詳しくホームページ・チラシ・ホームページをご覧ください。 

予約は栄町公式 LINEから 
栄町公式 LINE 


